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研究背景—ソーシャルスキルトレーニング
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ソーシャルスキル : 社会で生きていくための必須能力
1) うれしい気持ちを伝える
2) 頼み事をする
3) 相手の言うことに耳を傾ける
4) 不愉快な気持ちを伝える

ソーシャルスキルトレーニング (SST)
-> 目標 : 適切なソーシャルスキルの獲得

問題点 : SSTセラピストが不足 -> アクセス性が低い
解決策 : SSTの自動化



研究目的—SST自動化にむけて
標準化された評価指標+機械学習でユーザーの得意不得意スキルを推定
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苦手スキルの
明確化

練習したい
スキルの
選択

良い例と
悪い例
を見る

ロールプレイ
フィード
バック

評価

局所的視点（詳細スキル）大局的視点（総合的スキル）

得意・不得意スキルの評価・判断
臨床現場 ：対話を通したコミュニケーション
自動化システム ：標準化された評価指標 + 機械学習



対人応答性尺度 (SRS-2) [3]

-> 65問で構成される質問紙（標準化済み）

-> 自閉症傾向の重症度に関する評価尺度（健常者対応可）

-> 治療下位尺度も算出可能

1) 社会的気づき (8 項目)

2) 社会的認知 (12 項目)

3) 社会的コミュニケーション (22 項目)

4) 社会的動機付づけ (11 項目)

5) 興味の限局と反復行動 (12 項目)

-> すべての治療下位尺度を足し合わせることで総合スコアを得る

（自閉傾向が低いほどSRSスコアは低くなる。低いほど良い。）
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https://www.wps
publish.com/srs-
2-social-
responsiveness-
scale-second-
edition

https://www.stoeltingco.com/social-responsiveness-scale-second-edition-srs-2.html


ベースライン

Tanakaら（2017） [1]
◦ 音声特徴量 ：F0変動係数、声の大きさ、音声品質、ポーズ
◦ テキスト特徴量 ：語彙数、６文字以上の単語数、フィラーの数

◦ 画像特徴量 ：総フレーム数に対する笑顔比、頭の向き（ヨー、ピッチ）

◦ 機械学習モデル ：線形回帰

◦ 正解ラベル ：セラピストの主観評価値
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本研究のベースラインに設定するために変更
セラピストの主観評価値à SRSスコア



提案手法
新規特徴量を導入

学習データ：各１分間の発話動画（健康な被験者, ２７人, 楽しかった出来事につ
いて）

入力特徴量 : 28 (音声) [4] + 5 (テキスト) + 22(画像) = 55
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• 面接評価システムで使用されていた音声特徴量の応用
• BERT埋め込みに基づく発話系列類似性 (Seq-similarity)

SST同様にマルチモーダル情報を使用

統合失調症などの精神疾患に顕著な
「発散的思考」により脈絡なく話題が遷移 [5]

-> 発話内容の一貫性を評価

自動SSTシステムに新規導入した特徴量



BERT埋め込みに基づく発話系列類似性
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1) 単語埋め込み算出
2) コサイン類似度算出
3) 2)の平均を算出

Step 1)

Step 2)

Step 3)
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データセット [6]

対象 ：学生

被験者数 ： ２７人（男２１、女６）

タスク ： 「最近あった楽しかった出来事」について１分間話す

聞き手 ：バーチャルエージェント（インタラクションなし）

書き起こし ： 手動

年齢 ：平均25.1、標準偏差2.13

SRS（男） ： 平均65.9、標準偏差19.8

SRS（女） ： 平均61.5、標準偏差21.0

2020/12/17TAPAS SUPPORTED BY ANR-CREST10

重要スキル「うれしい気持ちを伝える」に相当

評価指標 主観評価値との相関
社会的気づき -0.40
社会的認知 0.00

社会的コミュニケーション -0.39
社会的動機づけ -0.42

興味の限局と反復⾏動 0.10
総合スコア -0.33

奈良先端科学技術大学院大学の倫理審査で承認



実験
総合スコア予測

2020/12/17TAPAS SUPPORTED BY ANR-CREST11

ベースライン [1]

(Tanakaら. 2017) 提案手法
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RMSE標準偏差 10.71
平均RMSE 17.41
Pearson相関係数 0.52
p値 0.01

RMSE標準偏差 14.38
平均RMSE 27.34
Pearson相関係数 0.35
p値 0.08

いずれの指標でも性能向上が確認



考察
Seq-similarity, Energy, F2/F1 Mean —重要特徴量の可能性
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解釈

総合スコア予測 (モデル係数, 上位20項目)

A

C

B

SRS ：高い→低い
ソーシャルスキル ：低い→高い

Seq-similarity
総合スコア -0.31
社会的コミュニケーション -0.42

A. 意味的一貫性を保って話す
B. 大きい声で話す

C. 長母音を多く使う [7]
予稿から
修正点



まとめと今後の展望

まとめ

-> マルチモーダル特徴量を用いてSRSスコアを相関係数0.52で予測

-> BERTに基づく発話系列類似性が重要な特徴量を捉えている可能性が示唆された

改善が必要なポイント

1) 精神疾患患者を対象とした検証

2) 結果に対する各特徴量の重要度および解釈についての検討
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